
 

 

 

 

 

 

 

発行：いのちまもるヒューマンチェーン会議    台東区入谷 1-9-5 日本医労連内 tel 03-3875-5871 

 

２０１５年４月１５日 

 

１４日 

衆院本会議 

 
 

国保料の値上げや強引な取り立て、保険外診療の拡大、

入院給食費の負担増、後期高齢者医療の負担増 

に反対するすべての個人・団体との共同を広げましょう！ 

改悪案に対する各党のスタンスと本会議での主なやりとり 

民主党：入院時食事代の自己負担引き上げ、紹介状なしの大病院受診時の追加定額負担、患者

申出療養に関しては問題点を指摘したが、国保の都道府県化については、評価すると述べた。 

維新の党：患者申出療養については「賛意」を示した。 

共産党：法案は、社会保障に関して、憲法 25 条が定める国の責任を放棄するものであるとし

て反対を表明した。 

＜入院時食事代の自己負担の段階的引きあげについて＞ 

・難病患者の自己負担引き上げは据え置かれているが、長期入院患者への配慮も必要ではない

か。（民主・岡本議員）→長期入院の患者は一般所得の方に限って負担の引き上げを予定してい

る。（塩崎大臣） 

＜紹介状なしの大病院受診時追加定額負担＞ 

・救急の場合は除くとしているが、具体的にどのような場合は定額負担とならないのか。（民主・

岡本議員）→救急や周囲に他の医療機関がない場合は対象外である。（塩崎大臣） 

＜国保の都道府県化＞ 

・保険料値上げにつながるのでは（共産・高橋議員）→将来的には保険料が平準化していく（塩

崎大臣） 


